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研究成果の概要（和文）：　人々が食用等で日常的に利用する水産資源は、利用する人々によって、生物の分類
学とは違う、独自の呼称で呼んでいる。博物館の民俗展示において、生活に密着した生物の多言語化を行う場合
には、それぞれの言語を使う人々の文化を正しく理解した上で行わなければ、様々な誤解が生じることがわかっ
た。
　多言語化を行う場合には、生物名を単に翻訳するだけでは展示を理解することは難しい。日本海という同じ海
に接している日韓においてすら、韓国では日常的に利用されているが、日本では一般に使われている名称のない
魚があることがわかった。博物館の展示においては、名称を翻訳するだけでなく「どのような魚」であるか具体
的に記す必要がある。

研究成果の概要（英文）：The names for particular fishery resource items used daily by humans for 
food or other purposes are unique in each culture and not the same as their taxonomic terms. In 
multilingual folkloric museum exhibitions, it has been found that various misunderstandings can 
arise in cases where the name used for a fishery resource item which is closely involved in the 
daily lives of a particular group of people is a colloquial term and / or translated using a 
colloquial term without consideration of cultural context.
It is less likely that multilingual exhibits can be understood fully if translations are carried out
 using only colloquial names in each language. This study reveals that even in Japan and Korea, 
which share a sea and its resources, some fishes routinely used in Korea do not have common names in
 Japan. In multilingual museum exhibitions, it is necessary not only to translate the names of 
fishes into colloquial terms, but also to provide specific information as to the species. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　博物館の民俗展示における多言語化の問題について検討し、新たな多言語化の在り方について示すことができ
た。
　具体的には、それぞれの言語を使う人々の文化を理解した上でなければ翻訳は簡単ではない。しかし、展示キ
ャプションに資料名を記すのではなく、その資料に語らせたいことの要約を記し、その部分を多言語化すること
で多くの問題が解決することがわかった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
ここ数年の海外（特にアジア）からの観光客の増加、５年後に予定される東京オリンピックの 

開催によって、公共機関での案内の多言語化が積極的に進められている。博物館における展示解 
説、資料紹介パネルなどの多言語化も急務である。しかし、動植物などの名称に「学名」という 
世界共通の基準がある自然史系の展示とは異なり、人文系展示の多言語化には独特の課題があ
る。 
  実際の博物館の多言語化の現場では、現行の展示パネルや資料紹介パネルの原稿を、展示の専 
門分野とは全く関係のない翻訳者に丸投げするだけということが見受けられる。そのため、間違 
え、勘違いが多くみられ、展示内容が正しく伝えられているか大いに疑問である。また、人文分 
野、特に民俗分野の展示では、資料名として民俗語彙（方言、地方名）を多用しており、専門外 
の人が簡単に翻訳することはできない。したがって、博物館学芸員とその言語に精通した翻訳者 
の共同作業は欠かすことができないし、できれば、その言語を母国語とする当該研究分野の博物 
館職員や研究者をも含めて議論を行い、翻訳作業が進められるべきである。 
 
２．研究の目的 
 博物館展示の多言語化が急がれている昨今であるが、歴史的、地域的な差異の大きい固有の語
彙を 多用する人文分野の展示の多言語化は、他の分野の展示に比して難しい。特に生活の中で
利用される 動植物資源を例にとると、国内においてすら同じ種の生物が地域ごとに違う名称で
呼ばれており、そ の翻訳にあたっては慎重を要する。また語学辞典においても、生物名には多
くの誤訳が見うけられる。 こうした状況では、たとえ展示パネル等の外国語への翻訳を行った
としても、外国人にその内容を正 しく理解してもらうことはできない。そこで本研究は、海洋
生物資源を対象として、博物館に勤める 人文系・自然系の研究者が共同で調査、研究すること
で、急務である博物館展示、民俗展示の多言語 化に向けた基礎資料としての「日韓海洋資源比
較」を行い、これを用いて展示を行うとともに、博物館展示の多言語化の在り方について考える
ことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
日韓両国において、魚類や海藻類を専門とする生物学研究者と、生活文化を専門とする民俗学

（文化 人類学）研究者が協力して現地調査を行ない、「日韓海洋資源の言語の比較」に関する情
報の蓄積を行った。このデータをもとに、日韓両国で開催した「昆布とミヨク－潮香るくらしの
日韓比較文化誌」において、展示パネル、キャプション、映像等の使われた海洋資源の翻訳に活
用した。また、韓国語に限らず、博物館の展示における多言語化のあり方について、千葉県立中
央博物館で開催した「『オリンピック・パラリンピック』と千葉のスポーツ史」において実践的
な試みを行った。 
 
４．研究成果 
（１）日韓の水産資源に対する認識の違いから混乱が生じている 
 日本海という同じ海に面している両国であるが、水産資源にかかわる単語をみていくと、両国
で利用している水産資源に違いがあること、好みが違うことが明らかになった。 
 日本において、「イワシ」と呼んでいる魚は分類学上３種類ある、カタクチイワシ、ウルメイ
ワシ、マイワシである。韓国では、この３種類を明確に区別しており、日本語の「イワシ」にあ
たる言葉はない。日本ではこの３種類を同じ仲間として利用し、かかわってきているのである。
一方で、韓国の場合はこの３種類を区別して付き合ってきていることの表れでもある。 
日本語で単に「イワシ」と表記されている文章を翻訳する場合、３種類のうちどれなのかを確

認する必要がある。このイワシの翻訳の問題は、明治時代以降実際に混乱が生じており、近代の
日韓の水産資源に関するデータや文献を利用する際には十分に注意を払う必要があることがわ
かった。 
このような日韓両国の水産資源のグルーピングの違いは、他にも多数ある。韓国には日本のタ

コにあたる言葉はなく、マダコ、イイダコ、ミズダコを区別している。タラも同様で、日本のタ
ラにあたる言葉はなく、マダラ、スケトウダラは全く別の言葉で表している。 
韓国では、スケトウダラを干したものを生活の様々な場面で珍重して利用している。日本でも、

干したタラは利用するが、マダラかスケトウダラかはあまり重要ではない。 
逆に日本においては、サケは日常的に食卓に登場するが、韓国ではサケが食卓にのぼることは

ほとんどない。春先から初夏にかけてのサケをトキシラズと呼ぶなど、サケを様々な分類をして
いる。 
生物をどのようにグルーピングするかは、その言語を利用する人々の生活・文化とのかかわり

方に由来している。 
 
（２）お互いの文化を理解した上でなければ正しい翻訳はできない。 
 分類学上の分類とは違う、生活のなかで使われている生物の分類・グルーピングは、それぞれ
の言語を使用する人々の文化を背景としているのは、前述の通りである。 
 つまり、実際に博物館の展示において多言語化を行う場合、特に生活に密着した文化を紹介す
る民俗展示において、安易な翻訳は避けるべきである。 



 お互いの文化の中で、その生物がどのような意味を持っているかを理解した上で翻訳しなく
ては、展示によって伝えたいと思っているものとは違う内容を伝えてしまう可能性もある。 
 
（３）日韓の水産資源比較情報を活用した展示からみえたもの 
 2019 年 10 月～5月にかけて歴史民俗博物館、韓国国立民俗博物館で開催した企画展「昆布と
ミヨク－潮香るくらしの日韓比較文化誌」は、本研究で収集した水産資源比較情報を活用して多
言語化を行った。 
その過程で、以下のことが明らかとなった。韓国ではよく利用されるが、日本ではほとんど利

用されない水産資源、あるいは逆もある。そのような水産資源を翻訳する場合には、単に種を同
定して、その和名をあるいは韓国語名を記せば済むとものでない。展示で伝えたいこと意識した
上で、あえて資料名を記さないという選択肢をとることも必要である。 
 たとえば、韓国で塩辛の原材料とする魚、Collichthys lucidus（学名）というものがある。
日本ではほとんど水揚げがないが、韓国では東海岸でアンコウ網という漁法で獲り塩辛にして、
広く流通している。この Collichthys lucidus は、カンダリという和名が与えられているが、日
本国内で流通することはない。 
 展示において、「Collichthys lucidus の塩辛」をどう翻訳するのが適切であろうか。単に「カ
ンダリの塩辛」と訳しては意味がない。和名がわかったからといって、それだけでは展示の意図
を伝えられない。カンダリはニベの仲間なので、「ニベの仲間の塩辛」と訳すべきか。しかし、
ニベといわれても、われわれ日本人にとっては相変わらず馴染みのない言葉である。日本人にと
ってなじみのある魚名を使うとすればイシモチになる。「イシモチの塩辛」あるいは「イシモチ
の塩漬け（調味料）」とするべきであろうか。展示のなかで、「Collichthys lucidus は東海岸で
しか水揚げされないが、その塩辛は西海岸においても広く流通している」ことを伝えたいのであ
れば、また別の翻訳が考えられる。「韓国では魚の塩辛を料理で使う」ということを伝えたいだ
けであれば、どのような魚かまで翻訳する必要はない。 
 
（４）博物館展示の多言語化の 1つの方法 
 多言語化にあたって、パネル、キャプションすべてを同じように多言語化するのは展示スペー
スの問題もあり難しい。パネル全文を多言語化したとしても、キャプションをすべて多言語化す
るのは非現実的である。これまで多くは、キャプシ
ョンの資料名だけを多言語化してきた。しかし、前
述の例のように単に資料名を多言語化するだけで
は、展示の本来の意図を伝えることができない可能
性が大きい。 
 その対策として、短い言葉で、その資料に語らせ
たい言葉をキャプションに記し、それを多言語化す
る実践を、2020 年 3 月～5 月に千葉県立中央博物館
で開催した「『オリンピック・パラリンピック』と千
葉のスポーツ史」において行った。 
 右の図がその例である。資料は明治はじめの体操
の教科書である。資料名は「小学普通体操法」であ
り、従来であれば多言語化にあたって、この資料名
を翻訳してきた。しかし、展示のストーリーの中で、
資料に語らせたいことは、「日本人がはじめて作った
体操の教科書」であることである。そのため、資料
名よりも目立つ位置に「日本人がはじめて書いた体
育の教科書」と記し、それを多言語化（この展示の
場合は英訳）した。日本語のこの部分だけを読んで
も展示の概略を理解できるようになっている。 
 この試みは、日本人の観覧者に対しても好評であった。キャプションの最初に、難しい日本語
が並んでいるより、わかりやすい言葉で資料の紹介をしてあることで、展示を身近なものに感じ
てもらうことができたようだ。最初の一文を読んで、興味がわけば、下部の詳しい説明を読むよ
うにすればよい。この試みは単に多言語化だけでなく、博物館の展示全体に対しても、意味のあ
る取り組みであったといえる。 
 
（５）最後に 
 博物館の民俗分野における多言語化にあたっては、単に単語を翻訳するだけでは意味をなさ
ない。互いの文化を理解した上で行う必要がある。また、実際の展示の際には、展示室にある全
ての言葉を多言語化することは現実的でなく、少ない言葉で、展示の全体を理解できるような工
夫をして、その多言語化を行うべきである。 
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